
     識別 ：取手の形状及びコーションプレートの有無により、容易に識別ができる
            ため、特別な識別はしない。

     注：     は交換又は追加する部品を示す。

改善箇所説明図

　 低床バスにおいて、車椅子乗降時に用いる手動式スロープ板を使用した際、ス
ロープ板の中央にある取手が突出する場合がある。そのため、乗客が当該取手につ
まずいて転倒するおそれがある。

　改善の内容：全車両、スロープ板の取手を対策品と交換するとともに
　　　　　　コーションプレートをスロープ板に貼付する。
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